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▼
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事

態
宣
言
が
２
月
に
再
発

出
さ
れ
た
。
第
２
波
が

猛
威
を
振
る
っ
た
。
外

出
の
自
粛
や
飲
食
店
で

の
営
業
時
間
制
限
で
関

西
３
府
県
等
は
感
染
が

減
少
し
、
解
除
さ
れ
た
▼
首
都
圏

の
１
都
３
県
は
感
染
が
高
止
ま
り
、

病
床
が
逼
迫
し
て
い
る
事
を
理
由

に
３
月
７
日
の
解
除
を
延
長
し
た

▼
こ
の
間
、
医
療
・
介
護
な
ど
コ

ロ
ナ
と
最
前
線
で
戦
っ
て
い
る
人

や
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
仕
事
の
人
を
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
感
謝
し
た

▼
菅
政
権
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
病

床
が
逼
迫
し
た
こ
と
な
ど
無
か
っ

た
事
に
し
た
い
の
か
、
医
師
数
や

病
床
の
削
減
を
め
ざ
す
医
療
法
等

改
定
案
と
75
歳
以
上
の
窓
口
２
割

負
担
を
求
め
る
医
療
制
度
改
定
一

括
法
案
を
提
出
し
た
▼
全
国
保
団

連
に
は
、『
こ
の
時
期
に
２
割
負
担

を
宣
言
す
る
政
府
の
冷
酷
さ
に
あ

ぜ
ん
と
し
た
』と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
▼
全
国
で
78
万
を
超
え
る
反

対
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
▼
コ

ロ
ナ
禍
と
高
齢
者
の
貧
困
化
で
い

っ
そ
う
受
診
抑
制
が
加
速
さ
れ
る
。

一
人
あ
た
り
の
平
均
窓
口
負
担
は

年
間
３
万
４
千
円
。
高
齢
者
へ
の

国
庫
負
担
は
45
％
か
ら
33
％
に
減

り
そ
の
分
自
己
負
担
が
増
や
さ
れ

た
▼
友
の
会
と
民
医
連
は
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

運
動
を
行
っ
て
き
た
。
社
会
保
障

の
改
悪
は
、
生
存
権
を
脅
か
す
▼

秋
ま
で
に
行
わ
れ
る
衆
議
院
選
挙
。

政
権
交
代
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
！
国
庫
負
担
を
元
に
戻
せ
！

社
会
保
障
を
守
れ
！ 　

（
鉄
）

友の会の皆さま 安心して健康診断にお越しください！
　春になりました。新しい年度を迎え、あらためてご自身の健康チェッ
クをしてみましょう。2020年度は新型コロナウイルスの影響で、健康
診断の受検をあきらめた方も多いと思います。十勝勤医協でも昨年5月
の1ヵ月間は感染対策のため健診中止を余儀なくされました。現在、院
内での感染対策を徹底し、ご来院の皆さまにも来院時の手指消毒や検温、
問診などにもご協力いただきながら健診の受け入れを継続しています。
特に昨年見送った方は、今年は早めの受検をお勧めいたします。 

今年から芽室町の特定健診も受けることができます！ 
　芽室町の特定健診が今年度から十勝勤医協でも受けることができま
す。これで管内5つの自治体の健診が受けられるようになりました。
芽室町在住の患者さんで勤医協に通いながらも特定健診だけ町内で受
けていた方はぜひ勤医協で受けてください。

特定健診・後期高齢者健診
帯広市 音更町 幕別町 芽室町 本別町

帯広病院 〇 〇 〇 〇 〇
白樺医院 〇 〇 〇 〇

※ 特定健診はご予約をおとりしていませんので、受付時間内に各自
治体・保険組合から郵送されてきた受診券をお持ち下さい。 

特定健診・後期高齢者健診対象者 
○ 帯広市・音更町・幕別町・芽室町・本別町にお住まいの40才以上

の国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者　 
○各社会保険の40才以上の扶養家族の方 
○各保険組合が発行する受診券をお持ちの方 

＜必ず自治体や健康保険の発行する
� 受診券をお持ちください＞�

会社、商店、事業所の健診もご相談ください 
　十勝勤医協では労働安全衛生法に準拠した健診はもちろん、様々な
健康診断を行っています。ご希望のオプションがあればぜひご相談く
ださい。 

“便を採って送るだけ” 大腸がん検診も始まります 
　地域の友の会世話人さんに検診容器が順次届けられます。40歳以
上の友の会員世帯にはこのあと郵送か手配りでお届けいたします。大
腸がん検診も毎年必ず受けましょう。 

＜対　　象＞　40歳以上の友の会員 
＜検査方法＞　 便潜血２回法（２日間にわたり便を採取していただき

ます） 
　　　　　　　 採れたら返信用の封筒で郵送していただくか、十勝勤

医協の病院、診療所にお持ちください。 
＜料　　金＞　40歳以上の友の会員は無料 

＊検診グッズについて 
・地域によっては秋頃に取り組む友の会もあります。 
・帯広病院より、昨年の受検者にお送りする場合もあります。 
・ 極力重複しないようにいたしますが、検診グッズが複数届いた場合

はご連絡ください。 
・ 検診グッズが届かない、または早めに検査をしたいという方はご連

絡ください。 

※ 帯広市にお住まいの方は帯広市の検診として委託を受けて行って
います。十勝勤医協で大腸がん検診を受けられた方は、他医療機関
や集団検診で大腸がん検診を受検することができませんのでご注意
ください。  
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２
月
16
日（
火
）に
十
勝
社
会
保
障

推
進
協
議
会
で
障
害
者
控
除
集
団
申

請
会
を
開
催
し
、
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
稲
葉
典
昭
帯
広
市
議
の
学
習

会
で
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
帯
広
市

に
お
い
て
要
介
護
認
定
者
に
障
害
者

控
除
認
定
書
発
行
が
至
る
ま
で
の
経

過
と
、
運
動
の
広
が
り
で
十
勝
の
全

自
治
体
で
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
へ
個
別
に
相
談
を
行
い
、
終

了
後
に
認
定
申
請
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

障
害
者
控
除
は
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
れ
ば
各
自
治
体

で
申
請
す
る
と
認
定
書
が
発
行
さ
れ
、
確
定
申
告
で
還
付
請
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
還
付
請
求
は
５
年
遡
っ
て
申
請
が
可
能
で
す
。
こ
の
間
の
運
動
と

周
知
に
よ
り
、
認
定
書
発
行
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
制
度
自
体
を

知
ら
な
い
方
も
い
る
た
め
、
今
後
も
申
請
会
の
開
催
と
制
度
の
周
知
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

　�

【
十
勝
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
　
山
本
圭
介
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
暮
ら
し
の
困
難
と
友
の
会
と
の
共
働

　

コ
ロ
ナ
禍
が
元
々
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
直
撃

し
、
障
害
や
認
知
症
を
抱
え
る
利
用
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
困
難
が

増
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
さ
ん（
90
代
女
性
・
要
介
護
４
・
中
等
度
の
認
知
症
）

は
60
代
の
息
子
さ
ん
と
２
人
暮
ら
し
。
飲
食
店
に
勤
め

て
い
た
息
子
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
禍
で
失
職
し
た
た
め
、
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
無
料
低
額
診
療
と
生
活
保
護
申

請
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
息
子
さ
ん
は

過
去
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
か
ら
屈
辱
的
な
対
応

を
受
け
、
自
ら
保
護
を

廃
止
し
た
経
験
が
あ
っ

た
た
め
、
申
請
に
踏
み

切
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

部
会
や
帯
広
病
院
と
の

相
談
を
重
ね
、
無
料
低
額
診
療

や
生
活
保
護
申
請
を
準
備
し
て

い
ま
し
た
が
、
息
子
さ
ん
は
頑

な
に
拒
否
。
冷
蔵
庫
は
空
に
な
り
、

経
済
的
な
破
綻
が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
、
友
の
会
事
務
局
か
ら「
息
子
さ
ん
が
保
護

申
請
を
了
承
し
た
の
で
、
明
日
、
保
護
課
に
同
行
す
る
」と
の
連

絡
を
頂
き
ま
し
た
。
一
同
、
驚
い
て
状
況
を
伺
う
と「
Ｂ
さ
ん
一

家
の
困
難
は
、
世
話
人
さ
ん
が
キ
ャ
ッ
チ
し
、
訪

問
を
重
ね
て
い
た
」「
息
子
さ
ん
に
自
分
た
ち
も
暮

ら
し
が
大
変
で
あ
る
こ
と
や
、
生
い
立
ち
な
ど
も

話
し
て
い
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
了
承
し
て
く
れ
た
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
人
生
経
験
の
浅
い
我
々
が
、

そ
の
ま
ま
真
似
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
同
じ
目
線
で
困
難
に
共
感
し
、
共
に
抗

あ
ら
が

う
姿
勢
は
、
貴
重
な
学
び
と
教
訓
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
例
で
は
、
無
差
別
平
等
の
医
療
と
介
護
、

そ
し
て
共
同
組
織
の
存
在
が
、
地
域
か
ら
、
さ
ら

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。「
暮

ら
し
に
困
っ
て
い
る
よ
う
だ
」「
独
居
が
心
配
」「
介
護
、

リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
」な
ど
の
地
域
の
要
請
に
応
え
、

ま
た
力
を
借
り
な
が
ら
、
今
後
も
積
極
的
に
ニ
ー

ズ
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

事
例
は
個
人
情
報
保
護
の
た
め
大
幅
に
改
変
し
て
い
ま
す)

�

【
居
宅
支
援
事
業
所
白
樺
所
長
　
宮
田
哲
郎
】

医療・介護
の現場から
シリーズ○112

継続した制度の周知が必要
障害者控除集団申請会を開催

　

２
０
２
１
年
３
月
６
日（
土
）、
約
半
年
ぶ

り
に
連
絡
会
役
員
会（
２
０
２
０
年
度
の
第

３
回
）を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
２
０
１
９
年
度
の
第

３
回（
２
０
２
０
年
３
月
）役
員
会
か
ら
総
会

を
含
め
計
5
回
の
会
議
を
中
止
、
２
０
２
０

年
度
の
第
１
回
役
員
会
兼
秋
の
大
運
動
ス
タ

ー
ト
集
会（
２
０
２
０
年
８
月
）は
２
回
に
分

け
開
催
し
ま
し
た
が
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
一

同
に
会
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

久
々
の
会
議
で
は
、
こ
の
間
の
各
地
の
取

り
組
み
の
共
有
と
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
が

出
来
る
の
か
、
感
染
対
策
方
法
や
工
夫
し
て

い
る
点
等
々
、
生
き
生
き
と
意
見
交
換
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度
末
に
向

け
各
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
意
思
統
一
も

行
わ
れ
、
新
た
な
手
段
で
取
り
組
ん
だ
会
議

を
有
意
義
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

�

【
友
の
会
連
絡
会
事
務
局
　
池
田
大
輔
】

住所変更などの際はぜひご一報ください
　日頃から「友の会ニュース」をお読みいただきありがとうござい
ます。
　年度末が迫ってまいりました。会員の皆様の転居等に伴い、「友の
会ニュース」の配布先が変更になる場合、お手数ですが各友の会事
務局もしくは連絡会事務局までご連絡下さい。また、転居され不明
となった会員さんの情報についても、同様にお寄せいただけますよ
うお願い申し上げます。
◉各友の会事務局　本誌４面下部に掲載しています。 
◉連絡会事務局
　☎0155-21-4144、思0155-21-4840（友の会）
　死 soshiki@tokachi-kin-ikyo.or.jp 

「友の会ニュース」配布にご協力ください
　十勝勤医協が毎月発行する「友の会ニュース」は、十勝管内の約16,000
人の友の会の皆さんに、各地域世話人さんから主に手配りで配布されてい
ます。しかしながら、世話人さんの高齢化や転居などにより配布者が減少、
配布が困難になっている地域もあります。月に１回の配布にご協力頂ける
方を募っています。ご連絡は各地域の友の会事務局（本誌４面下部に掲載）
にて承ります。ご協力をお願い致します。

コロナ禍でもつながりを
持ち、取り組める活動を
『友の会役員会を Web で開催』
～各地の取り組みを共有～
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放射線とは
放射線と放射能（放射性物質）の違い
　放射線を懐中電灯に例えると光が放射線となり懐中電灯が放射能と

なります。

　放射能（放射性物質）とは放射線を出す能力の在るもの又はそのもの

の事をいいます。

五感には感じない放射線
　目には見えませんし臭いも味もありません。痛くもないし音もしま

せん。

　専用の測定機器が必要となります。

目に見える光と、見えない光がある！
　目に見える光を「可視光線」と言いますが、可視光線よりもエネルギ

ーが低いものに、「赤外線・遠赤外線・電波（ラジオ波など）」があります。

逆に、可視光線よりもエネルギーが高いものに、「紫外線・Ｘ線・γ線」

があります。これが、いわゆる「放射線」です。

　Ｘ線やγ線は、可視光線よりも１～100万倍エネルギーが高く、一

般的に「放射線」と言われています。

被曝について
　放射線にさらされる事を「被曝」といいます。そのなかでも「外部被曝」

とは体外にある放射線物質から放射線を受ける事をいい、「内部被曝」

とは飲食や呼吸によって体内に入った（傷などに付着しても）放射性物

質から放射線を受ける事をいいます。そして「汚染」とは体や衣服など

に放射性物質が付着する事をいいます。

放射線の単位
　色々な単位がありますが、なかでも放射線が人体にどれだけ影響す

るかの単位をシーベルト（Ｓｖ）といいま

す。

　日本では、１年間あたりの被曝量が

2.4mSv とされています。

（大地から0.5mSv　宇宙から0.4mSv　食

物から0.3mSv　空気中から1.2mSv）

　日本では2.4mSv ですが、ブラジルの

ある市街地では10mSv、イランのある小

さな町（人口約３万人）では30mSv にもな

るそうです。

放射 線見 聞録

お
み
く
じ
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト

節
分
行
事
を
行
い
ま
し
た
!!

デイ
サービス
ほのか

ケア
センター
白樺

　

今
年
は
感
染
対
策
の
た
め
、
外
出
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
手
づ
く
り
お
や
つ
な
ど
の
行

事
が
実
施
で
き
な
く
な
り
、「
利
用
者
様
の
楽

し
み
を
ど
う
や
っ
て
増
や
し
て
い
く
か
？
」

を
考
え
続
け
る
一
年
で
し
た
。
職
員
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、

新
し
い
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
を
考
え
た
り
、

こ
こ
最
近
で
は「
新

年
お
み
く
じ
大
会
」「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
３
月
は
ビ
ン

ゴ
大
会
を
企
画
中
で
す
。
感
染
対
策
に
配
慮

し
、
利
用
者
様
の
楽
し
み
を
増
や
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
次
年
度
の
頑
張
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か
　
西
村
正
直
】

　

２
月
15
日（
月
）に
節
分
の
豆
ま
き
に
ち
な

ん
で
、
鬼
が
背
負
っ
て
い
る
籠
め
が
け
て
紅

白
の
お
手
玉
を
投
げ
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
日
々
追
わ
れ
る

状
況
で
、
行
事
を
行
う
事
が
出
来
ず
に
い
ま

し
た
。
で
す
が
、
ご
家
族
と
の
面
会
も
出
来
ず
、

レ
ク
等
も
行
え
ず
、
刺
激
や
楽
し
い
時
間
を

提
供
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
何
か
少
し
で
も
楽
し
い
時
間

を
提
供
出
来
た
ら
と
い
う
事
と
、
季
節
感
を
感
じ
て
頂
け
た
ら
と
い
う

思
い
で
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
に
赤
チ
ー
ム
、
白
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
も
ら
い
、
職
員

扮
す
る
鬼
が
背
負
っ
て
い
る
籠
め
が
け
て
お
手
玉
を
投
げ
、
何
個
入
っ

た
か
で
勝
敗
を
決
め
ま
し
た
。
狙
い
を
定
め
て
お
手
玉
を
投
げ
て
い
る

方
や
鬼
め
が
け
て
投
げ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
も
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
利
用
者
さ
ん
に
少
し
で
も
楽
し

い
時
間
が
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
２
階
療
養
棟　

山
上
　
登
】

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

帯広病院診療放射線技師　澤谷　宏治
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総
会
を
行
い
ま
し
た
。
連
絡

会
の
浅
沼
副
会
長
さ
ん
の
ご

挨
拶
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
勤

医
協
の
各
病
院
や
、
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
介

護
事
業
所
の
奮
闘
の
様
子
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
の
状
況
な
ど
、
大
変

わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
１
年
間
の

活
動
の
振
り
返
り
で
は
、
コ

ロ
ナ
が
大
き
く
影
響
し
、
４

月
の
世
話
人
会
議
と
恒
例
の

ご
く
ろ
う
さ
ん
会
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
員
拡
大

と
署
名
は
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
い
つ
で
も
元
気
」

を
毎
月
楽
し
み
に
待
っ
て
い

る
会
員
さ
ん
や
、
職
場
の
書

籍
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
読
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
会
員
さ
ん

の
話
が
紹
介
さ
れ
、
世
話
人

み
ん
な
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
！

�
【
川
西
友
の
会
　
原
正
子
】

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
原　
　

正
子

 

五
九

－

二
四
四
二

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

生
き
生
き
広
場

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー
☎
〇
一
五
五-

二
一-

四
一
四
四

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
広
が
り
、
取
り
組
み

が
制
限
さ
れ
る
中
、
各
友
の

会
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

独
自
ニ
ュ
ー
ス
で
、
情
勢
や

各
々
の
取
り
組
み
を
会
員
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
も
各
地
で
発
行
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
の
一
部
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

川
西
友
の
会

川
西
総
会
を
終
え
て

　

２
月
24
日（
水
）に
世
話
人

長

喜 □ 米

命

野

薬 □ 花

木

幸

大 □ 引

祉

頭

の

体

操

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
出
題
者
は
霜
村
英
靖
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

【
ヒ
ン
ト
】

北
国
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

縁
起
の
良
い
名
前
の
花
で
す
。

【
答　
　
え
】　
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　
先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　
品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

４
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
４
５
号

（
６
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
４
１
号
の
当
選
者
】

答
え
は「
平
穏
無
事
」で
し
た
。

　

応
募
総
数
１
１
６
通
、
正

解
者
１
１
０
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

石
割
み
ゆ
き　

伊
藤
博
喜

金
田
英
男　
　

田
辺
貞
明

藤
野
和
子　
（
帯
広
市
）

塩
田
敏
子　

中
川
光
夫

　
　
　
　
　
（
幕
別
町
）

道
下
義
弘　
（
芽
室
町
）

清
野
凉
子　
（
新
得
町
）

山
本
恵
子　
（
陸
別
町
）

　

『
院
外
薬
局
の
薬
代
助
成
』

の
記
事
を
見
て
、
私
も
病
院

に
行
き
た
い
け
れ
ど
、
薬
代

が
高
く
つ
く
か
ら
や
め
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
助
成
が
確
立
さ
れ
て
、

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
本
当

に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。

 

【
芽
室
町
　
瘧
師
祐
子
】

　

今
は
、
孫
と
の
会
話
が
楽

し
く
て（
９
才
男
の
子
）た
ま

り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
電
話（
ス

カ
イ
プ
で
週
１
回
）で
話
し

て
い
ま
す
。

　

ボ
ケ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

頭
の
体
操
を
し
て
頑
張
っ
て

読
者
の
声

い
ま
～
す
。

　

皆
さ
ま
、
こ
の
時
期
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
ね
ー
！

 

【
幕
別
町
札
内
　
松
島
己
幸
】

　

大
雪
の
地
区
の
方
々
に
は

申
し
訳
な
い
く
ら
い
、
こ
の

頃
の
日
中
の
暖
か
さ
で
花
畑

の
雪
が
な
ん
に
も
な
く
な
り
、

ク
ロ
ッ
カ
ス
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
芽
が
ツ
ン
ツ
ン
と
顔
を

出
し
、
黄
色
い
福
寿
草
も
頭

を
出
し
て
き
て
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
な
ん
と
な
く
明
る
い

気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
。

 

【
帯
広
市
　
井
口
と
み
子
】

　

懐
か
し
い
お
名
前
を
見
つ

け
ま
し
た
。
間
違
っ
て
い
な

け
れ
ば
、「
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
見
つ
け
た
り 

ピ
ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
の
隊
列
長
し
」と

よ
ん
だ
、
本
川
栄
子
さ
ん
で

す
。
お
元
気
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
事
で
、
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
が
早
く
ワ
ク
チ

ン
で
収
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
と

想
い
な
が
ら
、
友
の
会
ニ
ュ

ー
ス
を
配
っ
て
き
ま
し
た
。

 

【
広
尾
町
　
藤
原
智
以
】

　

『
聴
診
器
』の
記
事
を
読
み

な
が
ら
、
こ
の
国
は
平
和
も

人
権
も
な
ん
と
遅
れ
た
国
な

の
か
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
。

　

核
兵
器
禁
止
に
は
背
を
向

け
、
攻
撃
兵
器
を
爆
買
い
す

る
。
女
性
蔑
視
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
は
世
界
で
最
低
ラ
ン

ク
。
夫
婦
同
姓
を
規
定
し
て

い
る
国
は
日
本
だ
け
。
選
択

的
夫
婦
別
姓
を
早
く
。
命
を

守
る
社
会
保
障
費
は
切
り
下

げ
る
。
こ
ん
な
政
治
を
変
え

よ
う
。

 【
緑
ヶ
丘
友
の
会
　
金
倉
俊
嗣
】


